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緒言

Tissueexpanderは、1976年I)Radovanが初め

て臨床報告したものである。これは施療の発育

や妊娠時の子宮増大に伴う皮膚の伸展にヒント

を得たものであり、近年再建外科領域において

注目されてきた術式であるO私どもも頭頚部領

域の再建に利用してきた。そして、症例によっ

ては植皮や皮弁では得ることのできない良好な

結果を得ることが可能である。今回、熱傷癖痕

の応用につき症例を供覧するとともに若干の考

察を加えて報告する。

手術手技

Tissueexpanderはシリコン製で、袋状にな

る本体のバッグ部と生食水注入用のバルブ部お

よびその両者を連結するチューブから構成され

ている。バルブ底部は生食水注入用注射針がバ

ルブを貫通しないように金属板が埋め込まれて

いる。このバルブ部を通して生食水を注入し、

バッグを拡張することになる(Fig.1)。

本法は、2回の手術操作が必要となる。第1

回目は、皮下にtissueexpanderを埋め込んでい

くもので症例に応じて挿入部のデザインを決定

し、適切な形状・大きさのtissueexpanderを
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Fig. 1. The schema of the tissue expander.

選択する。拡張予定皮下にポケットをつくり

バッグを挿入する。チューブ・バルブはバッグ

から離れた適当な部位の皮下に挿入する。バル

ブの位置は、圧力が加わったり動きの激しいと

ころは避けるようにし、生食水を注入しやすい

部位に選ぶ。この操作の上で大切なことはでき

るだけ止血を確実に行うことである。通常、合

併症がなければ約1週間経過した後、生食水を

注射器で経皮的にバルブより注入し、 expan-

sionを開始する。 expander容量の10-40%にあ

たる生食水を注入していく。私どもは、その後

1週間前後の間隔で容量の15士5%の生食水注

入を外来通院で行っている。














